
ボランティア会議では、地域に住む外国人の方が知りたい情報は何か、また暮らしやすい社会になるためには
どうしたらよいか熱心に考え活動されていました。このプロジェクトを地道に継続して行えば、支援を必要とし
ている人に適切につなげていくことができるのではないかと感じます。

財団スタッフ
コメント

特定非営利活動法人多文化センターまんまるあかし
～外国人住民を情報弱者にしないための地域密着型多言語情報発信事業～

YouTubeチャンネル配信 英語版

紙媒体「広報あかし」
やさしい日本語

　私たちはまだ、実際に記事を見た方にお会いしたことがなく、利用者
の声をどのようにして集めたらよいのかが、課題となっています。まん
まるあかしの利用者に団体のホームページへの案内を促していますが、
閲覧してくれる方は少ないのが現状です。そこで今回、団体の公式
LINEを作成し、日本語学習支援教室や料理教室に通う方などにお友達
登録をしてもらい、「広報あかし」やイベント情報などを個別にプッシュ
型で発信することを始めました。それにより、当事者に確実に届けること
ができ、また本当に必要な情報は何かを、私たちが直に知ることができ
るきっかけになると考えています。
　外国人の方が、理解できる言語で福祉情報や災害など必要な情報を
得ることにより、精神面での安定と、地域への社会参加や共に生きるこ
とにもつながります。将来的には地域の外国人の方にもこのプロジェク
トに加わってもらい、より有用な情報を発信できるようにすることを考
えています。このプロジェクトを行うことにより、彼らの心の安定や住み
よい社会になるよう、今後も活動を継続していきます。

　ボランティア会議では、「やさしい日本語」への翻訳、前回発信した情
報の反省会や、「やさしい日本語」の養成講座、ボランティアメンバーと
の意見交換を行っています。「やさしい日本語」支援スタッフを公募した
ところ、5名の方が引き受けてくれました。スタッフのうち4名は日本語
教師や日本語学習支援教室のスタッフで、日本語を教えた経験のある
方々です。
　ボランティアをしようと思ったきっかけは、地域に今後、「やさしい日本
語」が必要だと感じた、今よりもさらに知りたい、学びたい、やってみた
いと思った、海外赴任の際の困った経験を活かしたいなどです。メンバ
ーはそれぞれが強い意志を持ち、毎回真剣に取り組んでいます。「やさ
しい日本語」への翻訳は容易ではなく、「自分の話すことを相手が理解
できているかどうか、感じ取りながら話せる」ことが大切です。会議でス
タッフは、わかりにくかったところや伝わりにくかったところはなかった
かなどをお互いに確認し合い、次の記事に活かしています。読む方にと
って必要で理解しやすい記事になるよう、常に最善を尽くしています。

　まんまるあかしでは、明石市内で国籍や文化の違いを
壁にせず、全ての人が支え合い、共に生きる“まぁるい”
（丸い）未来を目指し、活動をしています。「育てる・支え
る・つながる・つなぐ」を活動指針とし、日本語学習支援
教室や外国人講師の派遣、外国人ママの会、料理教室、
国際交流のイベント開催などを行っています。
　今回の助成金を活用して、明石市が発行する「広報あ
かし」を多言語（英語・中国語・やさしい日本語等）に訳し、
必要な情報を適時に受け取れるよう、紙媒体とインター
ネットで情報発信をしています。
　まずは明石市が発行している「広報あかし」から記事を
選定します。記事の内容は、生活に必要なこと（新型コロ
ナワクチン接種の予約方法や商品券の利用の仕方など）
やイベント情報です。その記事の内容をボランティア会
議で「やさしい日本語」に訳します。その後、「やさしい日本
語」を各国の外国人翻訳者に訳してもらい、校正し発信し
ています。発信することにより、外国人の方が地域の情報
を正しく把握することができ、住みよい地域社会になると
考えています。まんまるあかしのサイトやSNSの文字によ
る情報は月に2回更新し、動画による発信もYouTubeな
どで随時行っています。

理事長 久保 美和様
副理事長 櫻江 茂樹様

外国人の方にとって住みよい地域社会に
なることを強く願い、取り組む会議

利用者に寄り添いながら、
今後も地道にコツコツと

第7回やさしさにありがとうひょうごプロジェクト
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ファイルは学校の担任が
作成しています

　住吉小学校で学習支援をしている「地域ボランティア」は、約
30名。主に50～70歳代で、認定ＮＰＯ法人コミュニティサポート
センター神戸、社協ボランティアセンター、友人の紹介などがき
っかけで参加しています。「孫くらいの子どもと世間話をしなが
ら、過ごす時間は楽しい」「普段は計算などしないので丸付けや
教えることによってリハビリにもなっている」「家でも、教材や教
え方を研究している」など、「地域ボランティア」にとっても、やり
がいや生きがいを感じられる居場所となっています。

居残りをさせられているという感じではなく自ら進んで学習に取り組む児童たちの様子や、ほめられたり花丸
をもらった時のうれしそうな笑顔が印象的でした。また、先生が教室に様子を見に来たり、「地域ボランティア」
にお礼を伝えるなど、団体に任せきりという訳ではなく、学校側と協力体制や信頼関係も築かれていることを
感じました。「教員」、「児童」、「地域ボランティア」の三者にとって、大変有意義な活動だと実感し、今後、更に多
くの学校からの理解が得られ、活動が広がることを願っています。

財団スタッフ
コメント

NPO法人放課後学習ボランティア支援の会
～子どもの可能性を広げる！小学校学習支援プロジェクト～

「地域ボランティア」は、
児童たちのやる気を引き出す声かけや、

ほめるのがとても上手です

プリントは教室の後ろに並べて
用意します

　NPO法人　放課後学習ボランティア支援の会は、神戸市内の
小学校から依頼を受け、放課後学習支援の運営コーディネート
を行っています。現在、垂水区で2校、東灘区では3校で活動し
ています。
　代表が中学生の学習をお手伝いした経験から、基礎学力の
重要性を感じ、「小学生の学習内容は小学生の間に理解できれ
ば」との思いで、放課後に学習する場をつくりました。

　住吉小学校での活動は毎週
月曜日。対象は担任が学習の
定着に課題があると判断し保
護者の承諾を得た児童で、各
学年10～15名ほどです。それ
ぞれの児童に担任が作成する
ファイルが用意されており、出
欠や学習内容を記録します。学
習予定をクリアするとご褒美シ
ールを貼ることができ、その喜
びも児童の自己肯定感向上に
つながります。
　教材は、「みんなの学習クラブ」と契約し印刷したものを使用
しています。児童の隣に、学習支援を行う「地域ボランティア」
が座り、それぞれの児童の学力やペースに合わせ、見守ったり
教えたりします。なかなか学習を始めない時には、優しく声をか
け、促します。

代表   今関 明子様
運営コーディネーター   佐竹 敦様

参加メンバーが楽しんでパフォーマンスしていることが伝わる、観客も元気になることができるステージでし
た。様々な立場の方が、同じ舞台に立ち表現することで伝えられるものは、大変大きいと感じました。また当
日、急遽、他の出演団体に声をかけ、ステージで一緒に歌ってもらうなど、周囲の心を動かし、取り込む行動力
も素晴らしく、これからも活動が広がっていくことを期待しています。

財団スタッフ
コメント

M.Y.S Kobe （メイクユースマイル神戸）
～手話パフォーマンス「虹色スマイル」で世界を笑顔に！～

　事故で障がいを負った車いすユーザーの男性は、理学療法士
からの紹介で「ユニバーサルファッションショー」のメンバーとな
り、「虹色スマイル」の活動にも参加するようになりました。練習で
子どもや、様々な方と接したり、多くの人の前でパフォーマンスす
ることで、好きな歌「上を向いて歩こう」を歌うようになったり、手
を動かすようになったりと、体や気持ちにも変化が表れてきまし
た。ご家族によると、「体温調節が難しく熱を出すこともしばしば
あるが、イベントの時は不思議と熱を出さず参加できている」と
のことで、この活動が彼の楽しみや励みになっているのではない
かと感じています。

　M.Y.S Kobe（メイクユースマイル神戸）は、2016年から
2022年にかけ、「ユニバーサルファッションショー」を開催して
きました。昨年11月、ショーのエンディングで行った手話歌から、
手話パフォーマンスグループ「虹色スマイル」が誕生しました。

　「虹色スマイル」では、障がいの有無に関係なく、子ども・大
人・車いすユーザーなど、様々なメンバーが、同じステージ上
で自分を表現します。音楽を楽しみながら、手話だけではなく
思い思いのパフォーマンスをすることで、聴覚障がい者にはも
ちろん、その場にいる人たちに、音楽を表現することや、共生
社会の楽しさを伝えるプロジェクトです。手話は、聴覚障がい
者だけでなく、様々な方に気持ちをしっかりと伝えることがで
きます。
　今回の助成金はイベント出演のために使用しています。篠
山での音楽祭、神戸まつりや地域の夏祭りを経て、今年度４回
目のイベント出演となった「うみかぜ音楽祭」は、17名で参加し
ました。「虹色スマイル」のメンバー、「ユニバーサルファッショ
ンショー」の車いすユーザーモデル、また、月1回、コープ西神
の組合員集会室で開いている居場所「みんなでスマイル」の
子どもたちです。
　毎月、「みんなでスマイル」の活動後に、1時間ほど手話の練
習を行ってきました。完璧ではありませんが、3つのグループ
のメンバーが一丸となって楽しんでほしいという思いで行って
います。

代表   中村 美智留様

児童の学力向上だけでなく、
自己肯定感も育むサポートを

　障がいの有無に関わらず、子どもも大人も同じパフォーマーと
して楽しく表現することで、お互いが助け合い認め合う。そんな共
生社会の楽しさや素晴らしさを、皆で体感し合い、伝えるという活
動は、子どもたちの未来のために役に立つと信じています。コー
プこうべとのつながりや、SNSでの広報、メディアでも取り上げら
れるなど、多くの方に活動を知っていただける機会も増えていま
す。今後も、神戸から全国のステージへ、笑顔の輪を広げていき
ます。

神戸から全国へ
共生社会の楽しさ豊かさを
子どもたちに伝える

様々な立場の違いを超えて
お互いを認め合い支え合う

教室内に設置された棚に
教材を収納しています

楽器の演奏も
メンバーが行いました

観客に手話を教えるコーナーも
ありました

他の出演団体とコラボレーション

　2023年度は事業の仕組みを整
え、2024年以降スピード感を持ち
他校への促進を図ろうと考えていま
す。教育委員会の知人から校長先生
を紹介してもらい、働きかけていま
す。難色を示されることも多いので
すが、新たに2校から依頼があり、準
備中です。助成金を活用して作成し
た新聞折り込みチラシを各地区で配
布し「地域ボランティア」を集めるな
どしています。
　次年度以降の事業継続・発展のた
めに、サンプリング代行業など教育関連事業を考えていますが、
思いのほか困難で、まだ具体的には進んでいません。その一方で
住吉小学校では、学校から放課後学習以外の相談も受け、特別
支援学級の補助員を「地域ボランティア」から手配するという出来
事がありました。新しく生まれた可能性も大切にし、今後も継続・
発展していける道を探っていきます。

今後の展開と新しいニーズ

「地域ボランティア」
募集のチラシ
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　サロンでの過ごし方は、世間話、病気のこと、おすすめ書籍の
紹介、イベントの情報交換などです。こちらが何かを提供する
のではなく、参加者と一緒につくる場にしています。初対面の
方同士でも、話をする中で興味のあることが一緒などで意気投
合する方が多く、つながるきっかけの場となっています。
　自身が抱えている問題や悩みは解決されなくても、他人と語

り合うことで孤独になるこ
とは軽減できるのではな
いかと考えています。サロ
ン内には福祉の制度やイ
ベント情報が書かれたパ
ンフレット、書籍などを設
置し、制度を知らず上手く
支援を受けられない方へ
の情報提供も行っていま

「園芸療法」の認知度はまだまだ低いのが現状ですが、植物による癒しの効果は病気の方だけではなく、生き
づらい世の中では全ての人に有効だと感じます。新たな園芸療法士の団体での取り組みなども含め、今後も
地域の方を巻き込み、ひまわりの家が起点となり宍粟で活動が広がることを期待します。

財団スタッフ
コメント

NPO法人ピアサポートひまわりの家
～ひまわりガーデンを中核とした地域へ広げる園芸療法活動～

　宍粟市で園芸療法活動を広めるため、様々な取り組みを行っ
たことにより、ひまわりの家には地域の子どもから高齢者の方
が多く集まるようになりました。
　それぞれの活動から、どのようにしたら参加者の間につなが
りが生まれるのか、またどう繋げていくかが今後の課題となっ
ています。
　次年度には新たに、園芸療法士を中心とした団体を立ち上
げ、活動を開始する予定です。こころの回復や生活習慣病、
認知症などの様々な病気の予防を目指す療法プログラムを、
保育園や学校、福祉施設などで継続して行いたいと考えてい
ます。
　宍粟市にある私たちのガーデンが、「園芸療法」を広める起
点となり、人々に元気の種をまいていけたらと思います。

　宍粟市で高次機能障害やひきこもり、不登校の若者など心や
体に障がいがあるため、社会生活が困難な人たちへの支援を行
っています。代表の実家に、ガーデンやカフェ、作業所を作り、生
きづらさを抱える人たちの拠点としての「つどい場づくり」に日々
取り組んでいます。

　植物とふれあい、ストレス緩和のための園芸療法を宍粟市に
広めたいという思いから、今回の助成金を活用し、ガーデンやコ
ットン畑の整備、子どもや地域住民を対象としたワークショップを
開催しています。
　ひまわりの家の利用者や近所で園芸に興味がある方などで行
う、ガーデン整備グループ「ひまわりガーデンコンネクト15」は、
月に1回活動しています。その日お願いしたい作業内容を、あら
かじめホワイトボードに提示し、1回15分程度の作業をしてもら
います。作業時間帯は決めておらず、いつでも参加できるよう、
朝8時頃からガーデンを開放しています。ガーデンには、和・洋の
テーマをもたせ、それぞれの場所に四季折々の植物があり、剪定
や花壇の整備などをお願いしています。利用者は植物に触れ、人
と関わり、役に立っているという自己有用感を感じることにより、
癒しの効果があらわれ、ストレス緩和に繋がっています。

理事長 松本 むつみ様
事務局長 大路 貴広様
 山本 裕子様

自由に過ごせる場、居ごこちの良い場所がコンセプトで、参加者の方は笑顔で明るく、スタッフも友達のよう
に接する姿が印象的でした。今後も地域の中で、様々な問題や悩みを抱えた方がこのサロンを利用すること
により、人とつながり、また適切な支援へとつながっていくことを期待しています。

財団スタッフ
コメント

一般社団法人 belle vie
～弧（コ）と弧（コ）がつながる「cot cot（コトコト）」～

　コットン畑では、地域の保
育園、小学校の子どもたちと
一緒に育てています。子ども
たちが種を蒔き、芽が出ると
園や学校で育て、苗になると
畑へ植え替えを行います。そ
の後、ひまわりの家の利用者
も一緒に栽培をし、秋ごろか
らコットンを収穫していきます。収穫したコットンで、地域の高
齢者や利用者の方がコースターやバッグなどを作製し、併設
のカフェで販売しています。他に子ども向けのワークショップ
として、コットンを使用した「タオルハンガーづくり」も企画して
います。
　今年度、小学校の子どもたちと一緒にコットンを栽培したこ
とを、校長先生に喜んでいただきました。次年度も「ぜひ、やっ
てほしい」という、ありがたいお言葉を頂き、地域とのつながり
を感じます。

　精神科訪問看護サービスを受けるには、精神科の主治医の指
示が必要です。しかし、制度を知らず上手く支援を受けられない
方、障がいを受け入れられずサービスの利用を拒否する方など、
制度の狭間で孤独に過ごしている方が少なくありません。また、
サービスの利用者の中には、引きこもりがちで地域とのつなが
りが薄い方がおられます。
　このような多様な立場で孤独になりやすい方々が、このサロン
で人やサービス、コミュニティなど何かとつながって帰ることが
できる、居ごこちのよい居場所、つながる場の提供をこれからも
目指していきます。
　今後は東灘区を中心にさらに広報活動を行い、地域の団体と
のつながりを広げ、活動の場や回数を増やして、継続・発展して
いきたいと考えています。

　2か月に1回は、ワークショップを開催する予定にしています。8
月には、近隣の作業所のスタッフ
の方を招き、革製品のアクセサリ
ー作りを開催しました。今後、美容
や芸術（パステルアート）など病気
とは関係なく、誰もが楽しめるイベ
ントを企画したいと考えています。

　東灘区を中心に、こころの不調や病気のある方が利用できる
訪問看護ステーション「toc toc」を運営しています。地域で暮
らす人々に対し、メンタルヘルスの維持・向上と障がいの有無
や立場に関わらず、自分らしく生きることができるよう支援する
活動を行っています。

　精神科訪問看護サービス（※１）の有無に関わらず、地域の中
でメンタルヘルスの問題や悩み、生きづらさを抱えた方々や家
族、友人などの方が気軽にフラッと来られるサロン、「cot cot
（コトコト）」を毎月第4日曜日に開催しています。サロンは、飲み
物付きで1回200円、参加者は、クチコミや精神科訪問看護サ
ービスを受けている方々で、20代から50～60代までの幅広い
世代の方が訪れます。皆さん初めは個々に来られますが、他の
イベントやサロンで繋がっている
など、顔見知りの方が多く参加し
ます。初めての参加者には、サロ
ンのLINEグループがあることを
紹介し、仲間を募っています。登録
された方は、LINEチャットでイベ
ント等の情報共有や参加者の間
でプライベートな会話を楽しんで
います。

代表理事   大谷 利恵様

（※１）精神疾患を抱える方や精神的な理由でサポートが必要な方の
自宅を訪問し看護を提供する制度

ひまわりの家のガーデンから
宍粟に「園芸療法」を広めたい

地域の多世代が集う
ガーデンをめざして

いつまでも居たくなる
明るい素敵なサロン

地域で暮らす人にとって、つながる場、
生きがいとなる場所でありたい

参加者にはLINEグループを案内

近隣の事業所の方の作品。
サロン内は明るくて素敵な空間

す。このサロンを入り口として、必要なサービスの利用や地域社
会への新たな参加につながることが期待できます。
　サロンには、保健師・看護師の資格を持つスタッフが常勤して
います。病気のことを専門的な用語等を使って諭したりするので
はなく、対等な関係で自由に過ごせる場を提供しています。ま
た、精神科訪問看護サービスを使用した際に、こちらから声をか
けるなどして、参加を強要するのではなく、あくまでも自分の意
志で来てもらっています。

サロン内は楽しそうな笑い声であふれています
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